
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春日丘地区ニュースレター  
地域活動の活性化に向けたワークショップ 

Vol.01 令和４年 11 月 

 

◆第１回実施概要 

日時 2022.11.12（土）13:30～15:30 

会場 春日丘小学校 

参加者数 22 人 

 

プログラム 

１ 会長挨拶 

２ ワークショップ趣旨説明 

３ 参加者自己紹介 

４ 旗揚げゲーム（アイスブレイク） 

５ ワーク①：同じグループの方に自

分の組織を紹介しよう！ 

６ ワーク②：各地域組織の良さと課

題を再整理しよう！  

７ グループ発表（全体共有） 

 

ワーク１では、ワークシートに①自分が所属する組織名 ②どんな方を対象に取り組んでいる？ ③組織の大

事な取組み３つ ④活動のモチベーションは？の４つの質問の答えを書きこみ、グループのそれぞれの方が普

段どんな思いで、どんな活動をしているかを共有し合いました。 

今回のワークショップには、地域組織だけでなく、地域の事業者も含む多様な方が参加されていましたが、

「活動によって笑顔が見られるのが嬉しい」、「地域をもっとよくしていきたい」、「ありがとうの言葉が嬉し

い」といった意見が、活動のモチベーションとして多く挙がっていました。 

ワーク１：同じグループの方に自分の組織を紹介しよう！ 

春日丘地区では、「アフターコロナの春日丘のまちづくりを考える」をメインテーマに、地域の更なる活性化

を目指して、全３回のワークショップを実施しています。令和４年 11 月 12 日（土）に開催した第１回のワ

ークショップでは、地区の各組織を改めて知ることを目的に４つのグループに分かれて、２つのワークを行

いました。 



 

 

 

 

 

 

 

次回ワークショップは 12 月 10 日（土）。第１回は地域の「組織」をもとに話し合いました

が、次回は「いち住民」の目線から、改めて春日丘の「まちの現状とこれから」を考えるワーク

ショップを行います。 

グループ 春日丘・地域組織のここがすごい！（抜粋） 

1 
・地域行事を軸に交流が行われている 

・子ども教室等の公民館講座が充実している 

２ 
・横のつながりが深く何か地域で取り組む際の連携がとりやすい 

・子どもを中心とした地域の行事が多い 

３ 
・登下校の見守りが盛んに行われている 

・地域の企業と連携した会社見学や、職場体験の受け入れを行っている 

４ 
・公民館を中心に地域がまとまっている 

・福祉の組織と学校の関係性がしっかりしている（登下校の見守り、お茶摘み体験、お米作

り体験等） 

グループ 春日丘・地域組織のこれが課題（抜粋） 

１ 
・連合自治会への未加入が増えている、各自治会でメンバーが固定化してきている 

・小学生、中高生にももっと地域活動に参加してきてほしい 

２ 
・長年役をやっている方が多く、新鮮さがなく、新たなアイデアが出にくい 

・地域の子どもの数が減少し、こども会が無くなっている地域がある 

３ 
・コロナを経て、地域行事の見直しの必要性が出てきている 

・高齢者世帯の一人暮らしの問題や空家の問題が顕著になってきている 

４ 
・地域組織の相互関係が分からない、誰が教えてくれるかもわからない 

・子ども中心のイベントが多いので、子どもがいないところには情報が入ってこない 

グループ 地域でこんなことがやれたらいいな（抜粋） 

１ 
・大規模な徘徊模擬訓練（地域全体で認知症の方を支える） 

・地域の新たなプラットフォームづくり・居場所づくり 

・地域内の企業ともっと協同していきたい 

２ 
・認知症キッズサポーター養成講座や認知症サポートチーム作り 

・大学生との交流の場を作り、大学生と連携した地域活動をしたい 

３ 
・自治会がもっと連合自治会に加入すれば、更なる取組みをやっていけるかも 

・災害時の防災協力体制を構築していきたい 

４ - 

ワーク２では、ワーク１の議論を踏まえて、①春日丘・地域組織のここがすごい！ ②春日丘・地域組織のこ

れが課題 ③地域でこんなことがやれたらいいな という３つのテーマについて意見を出し合いました。 

ワーク２：各地域組織の良さと課題を再整理しよう！ 


